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社
労
士
に
よ
る
安
全
・
衛
生
自

主
研
究
会
（
代
表
幹
事
・
筆
者
）

は
、
「
東
大
阪
市
の
ネ
ジ
工
場
で

『
も
の
づ
く
り
』
と
安
全
・
衛
生

を
考
え
る
」
と
題
し
て
昨
秋
、
会

社
見
学
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

訪
れ
た
の
は
東
大
阪
市
役
所
に
近

い
荒
本
駅
前
か
ら
続
く
工
場
地
域

に
あ
る
株
式
会
社
竹
中
製
作
所
。 

     

        

     

「
錆
び
な
い
ネ
ジ
」
を
つ
く
る
ボ

ル
ト
工
場
と
新
築
さ
れ
た
電
子
機

器
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。 

見
学
者
一
行
は
、
ま
ず
会
社
役

員
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
ま

し
た
。
竹
中
佐
江
子
社
長
の
ご
挨

拶
と
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
で
「
地
域
に
ね 

ざ
し
な
が
ら
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も

の
づ
く
り
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と 

             

か
を
知
り
ま
し
た
。 

◆
も
の
づ
く
り
の
工
程
を
知
る 

そ
の
後
、
２
班
に
分
か
れ
て
、

ボ
ル
ト
工
場
へ
。
ネ
ジ
製
造
の
基

盤
技
術
で
あ
る
切
削
（
刃
物
で
素

材
を
切
削
し
て
ネ
ジ
山
を
つ
く

る
）
、
転
造
（
素
材
を
回
転
さ
せ

て
変
形
し
ネ
ジ
山
を
つ
く
る
）、

鍛
造
（
プ
レ
ス
機
で
ネ
ジ
の
頭
の 

部
分
を
つ
く
る
）、
塗
装
（
錆
び

な
い
ネ
ジ
を
つ
く
る
表
面
処
理
）

の
加
工
工
程
を
見
学
し
ま
し
た
。 

長
さ
６
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
棒
材 

の
転
造
加
工
で
は
、
棒
材
を
種
類 

ご
と
に
分
け
た
引
き
出
し
状
の
棚 

            
か
ら
、
必
要
な
棒
材
を
数
本
取
り

出
し
、
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
で
玉
掛

け
し
て
転
造
機
に
セ
ッ
ト
す
る
様

子
な
ど
、
細
心
の
注
意
に
よ
る
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
作
業
を
見
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

◆
５
S
活
動
に
従
業
員
か
ら
提
案 

安
全
・
衛
生
面
で
は
機
械
油
が

滴
る
転
造
機
ま
わ
り
の
床
面
で
も

「
ギ
ト
ギ
ト
」
の
油
汚
れ
が
な
く

掃
除
が
行
き
届
い
て
い
る
こ
と
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
工
場

の
各
部
署
に
「
業
務
改
善
提
案
」

「
稼
働
率
（
目
標
５５
％
）」
の
掲

示
が
あ
り
、
意
識
的
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
見
学
後
の
質
問
タ
イ
ム
で
、

油
の
掃
除
に
つ
い
て
は
「
５
S
活

動
（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清

潔
・
躾
）
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

従
業
員
か
ら
提
案
書
を
出
し
て
も

ら
い
、
レ
ベ
ル
ご
と
に
A
・

B
・

C
賞
と
し
て
表
彰
し
て
い
る
」
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

最
後
に
本
社
・
ボ
ル
ト
工
場
か

ら
７
分
ほ
ど
駅
よ
り
の
立
地
に
昨

夏
新
築
さ
れ
た
電
子
機
器
工
場
を

見
学
し
ま
し
た
。 

              

こ
ち
ら
は
ホ
コ
リ
一
つ
な
い
空

間
で
、
開
発
（
図
面
な
ど
）・
製

造
（
部
品
組
み
立
て
）・
品
質
保

証
（
検
品
な
ど
）
の
業
務
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
防
音
設
備
の

あ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、
机

と
椅
子
が
一
体
の
ソ
フ
ァ
ー
の
よ

う
な
休
憩
ス
ペ
ー
ス
な
ど
快
適
な

空
間
が
随
所
に
見
ら
れ
、
従
業
員

に
も
人
気
で
、
駅
に
近
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
本
社
か
ら
の
異
動
希
望

も
出
て
い
る
そ
う
で
す
。
伝
統
あ

る
工
場
と
新
し
い
工
場
の
両
方
を

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 
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（２） 

      社 

長 

こ
の
間
、
取
引
先
か
ら

「
振
込
手
数
料
は
当
方
が
負
担
し

ま
す
」
と
言
わ
れ
て
、
面
食
ら
っ

た
。
「
と
り
て
き
」
と
か
言
っ
て

い
た
け
ど
。 

 

社
労
士 

私
も
最
近
ま
で
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
「
取
的
？
」
と
聞

い
て
、「
一
本
刀
土
俵
入
り
」
の

駒
形
茂
兵
衛
が
浮
か
ん
で
き
て
。 

             

      

社 

長 

余
計
に
わ
か
ら
ん
。 

社
労
士 

歌
舞
伎
の
演
目
で
、
関

取
（
十
両
以
上
）
に
な
っ
て
い
な

い
力
士
の
呼
び
方
で
す
。 

社 
長 

も
っ
た
い
ぶ
ら
ず
に
、

何
の
こ
と
か
説
明
し
て
も
ら
え
る

か
な
。 

社
労
士 

こ
れ
ま
で
の
「
下
請
法

（
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止 

             

法
）
」
が
「
取
適
法
（
中
小
受
託

取
引
適
正
化
法
）」
に
今
年
１
月

１
日
か
ら
改
正
さ
れ
た
の
で
す
。 

下
請
法
は
、
手
形
の
サ
イ
ト
が
長

い
な
ど
代
金
の
支
払
が
遅
れ
る
こ

と
を
禁
止
し
て
い
ま
し
た
。 

社 

長 

う
ち
は
手
形
と
か
関
係

な
い
け
ど
な
。 

社
労
士 

公
正
取
引
委
員
会
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
「
中
小
受
託
事

業
者
と
の
合
意
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
振
込
手
数
料
を
中
小
受
託

事
業
者
に
負
担
さ
せ
、
製
造
委
託

等
代
金
か
ら
差
し
引
く
こ
と
は
違

反
に
な
り
ま
す
（「
減
額
」
に
該 

            
当
）
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
下

請
に
振
込
手
数
料
を
負
担
さ
せ
る

の
は
、
独
占
禁
止
法
で
い
う
「
優

越
的
地
位
の
濫
用
」
と
同
じ
と
い

う
考
え
方
で
す
。 

社 

長 

と
い
う
こ
と
は
、
う
ち

が
発
注
す
る
と
き
は
、
振
込
手
数

料
を
引
か
ず
に
、
う
ち
が
負
担
す

る
こ
と
に
な
る
の
や
ね
。 

社
労
士 

仰
る
通
り
で
す
。
当
事

務
所
も
、
報
酬
の
振
込
手
数
料
に

つ
い
て
は
御
社
負
担
で 

お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

社 

長 

「
優
越
感
」 

は
元
々
な
い
け
ど
ね
。 

             

                

▼
昨
秋
、
副
鼻
腔
炎
の
手
術
の
た

め
、
東
大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー
に
５

泊
６
日
の
入
院
。
痰
に
悩
ま
さ
れ

る
こ
と
が
な
く
な
り
、
経
過
は
良

好
で
す
が
、「
鼻
声
は
変
わ
ら
な

い
ね
」
と
言
わ
れ
ま
す
。 

▼
カ
ナ
ダ
の
カ
ー
ニ
ー
首
相
の
演

説
「
大
国
に
迎
合
せ
ず
、
ミ
ド
ル

パ
ワ
ー
は
結
束
を
」
に
大
い
に
共

感
。
私
の
大
嫌
い
な
言
葉
で
あ
る

「
寄
ら
ば
大
樹
の
陰
」
は
や
め
よ

う
と
い
う
宣
言
で
す
。 

編

集

後

記 

●「プラハの春」と聞いて、チェコ事件のこ

ととわかる方は、私よりも年配の方がほんど

だと思います。私が夜間学生だった 1979 年

にソ連のアフガニスタン侵攻が起こり、1968

年にもチェコで同様の軍事介入があったこと

を知りました。ベトナム反戦運動などの世界

の動きの中、チェコで学生の運動から広がっ

た民主化運動は「プラハの春」といわれまし

たが、これに対して、ソ連を中心としたワル

シャワ条約機構５ヵ国軍が動員され、兄弟国

の戦車によって同年８月 20 日にプラハは制

圧され、民主化運動は押しつぶされました。

社会主義国全体の利益のためには一国の主権

が制限されてもやむを得ない（制限主権論）

というものでした。 

●ソ連が侵攻したとき、軍は当時の最大の報

道機関だったラジオ局を制圧し、「ソ連がチ

ェコスロバキア国民を救出に来た」とウソの

放送を流そうとします。しかしラジオ局の報

道局員たちは権力と戦車に立ち向かい、回線

技術を駆使し、ラジオ局の外から真実の報道

を続け、市民を励まし続けました。 

●チェコ事件から 50 年以上を経て、この実

話を描いた本作は国内映画賞を総なめし、歴

代２位の動員記録を打ち立てる大ヒットとな

りました。 

●今の世界を見渡せば、ウクライナ、ガザの

戦争、トランプ大統領によるベネズエラ攻撃

フェイクニュースの蔓延など、とても過去の

話では済まされません。真実の報道に命を掛

けるジャーナリストの姿に、報道の自由を守

ることの大切さが胸に迫ってきます。 

だから映画はおもしろい 
ｖol.66  

  プラハの春 
  不屈のラジオ報道 

 
（2024 年、チェコ、スロバキア） 
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ご
存
知
で
す
か
？ 

「
取
適
法
」 
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